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1 大学において必要な教義教育とは?

本シンポジウムの主題は,現代の日本の教育システ

ムの問題点を探るものである.そして,それを大学教

育において,それが果たしている役割と,果たしえな

いでいる役割という視点から検吉〕す ることを狙いとして

いる.

私に与えられた課題は,さらにその中において,坐

涯教育と家庭教育とに関わって,大学の教鼓牧膏が果た

すべき役割と果たしえないでいる役割について論ずるこ

とによって問題挽星をすることである｡

さて,与えられた課題に関して述べる前に,私自身

の大学における一般教育または教菱教育 (以下教養教育

と表現する)についての考えを述べてみたい.

私は,大学における教養教育とは,高等教育を受け

た未来の市民 (国民)がそのおかれた社会において,

第-に,人間として人間らしく精神的に豊かに生きるた

めにそして自分が 生活している社会をも豊かにするため

に,さらに望むらくは国f酌 二会においても貢献できるよ

うなそうした現代人として持っているべき教養を培うた

めの教育であると考えている.

では,人間として人間らしく生きるために持ってい

るべき教養とは一体いかなることなのであろうか.それ

は第二次世界大戦後においてようやく国際的に承認をさ

れるようになった,すべての個人の人憶が貴ばれるとい

う人権尊重の概念がその核をなし,したがって人権が尊

重される生き方のための教育であるといえよう.

即ち,人は誰でもその潜在的能力を十分に発達させ

他に鑑罵することなく,主体的に自分の人生を豊かに生

きることができるような知的,情操的,そして意志的

な力を身につけることが望ましいのであって,そのため

の教育は義務教育段階では勿論,高等学校の教育におい

てもなされねばならないであろうが,大学においても高

等教育に相応しいより高度の内容でなされるべきであろ

う｡
次に人は孤立して生きているのではなく,地域 ･層

家そして国際社会の車で,他の人々との関わりの中で,

また様々な細義臣制度の恩恵によって生きてい.るのであ

るから,その社会の理解をするとともに,その社会をぜ

他の人々とともにより豊かにしていく費任を負っている

といえよう.そうであるならば,社会の理解をするだ

けでなく,その社会を豊かに創っていくことの出来る力

も必要で,特に大学を卒業するということはそうした社

会形成力をもつことが期待されてしかるべきであり,大

学における教養教育はそうした内容を1づ計に含むべきで

あろう｡

われわれの社会は基本的には民族や国家によって成り

立っている.すなわちそれぞれの国民性や文化を基底に

して成立している.他方,現代の社会は,急速な国際

化了情事鋸ヒ,そして高度科学技術化によって,国を適

えた普遍性を桐 口しつつあり,共通の側面を持ちつつあ

る.従って,われわれは自国の文化を理解し受け継ぎ

つつ,同時に普遍的な知識や技術あるいは文化を理解す

ることによって初めて現代人としての知的,精神的そし

で修練的に豊かな生活を送ることができるといえよう.

さらにその豊かな生活を自己のみで享受せず,隣人や地

域とともに共有することが望ましい生き方であるといえ

よう.

そうしたことを考えた晩 これまでの大学の教養教

育としての-づ投教育が果たしてそうしたことを視ノ舶こお

いて構築されていただろうか.疑問に思わざるを得を

しヽ

何故ならば,これまでの多くの一般教育の実態は,

主として過去の学問構造としての人文学,社会科学そし

て自然科学 という分類によった三分野の衝城の中で潜積

されてきた知見 ｡知識の伝達を一方的に行っていたので
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ほなかったか.それ故に学生に高校までの授業と大差な

い知識の切 り売 りだといって,通称 ｢パンキョウ｣ と

いっで 隆祝され,出席を取らなければ開店休葉のような

授業となっていたのではなかろうか.しかもそれをよし

として十年-日のごとく行ってきたのではなかろうか.

勿論,すべての一般教育の授業がそうであったわけ

ではない.未来-の教養のた抑 こ工夫をこらし,熟の

こもった授業が試みられていた事実もある｡しかし,

残念ながら,そうした授業は少なかったのではなかろう

か.

2 大学における新 しい教義教育の提案

さて,これまでの大学における教養教育のあり方を

反省したが,ではどのような教蓉教育が望ましいのであ

ろうかということについて論 じてみたい.

既に述べたように,新 しい教養教育とは,新 しい時

代が要求する教養を内容 としなければならないであろ

う｡また人間として豊かな生き方ができるだけでなく,

われわれの社会生活に寄与できるような力を培うような

教養を内容としなければならないであろう｡それは-方

では日本国民としての教養を必要とし,他方では世界に

通じる普遍的な教菱を内容としなければならないであろ

う.
私 自身は,そのことを大学教育の課題であると考え

てきたので,ラ私の担当する教科冒 (教育原理)の授業

で,-年生の履修者が多いということもあり,大学に

おいて在学中に習得し,身に着けてほしい未来のための

教菱という内容を提示し説明してきている｡

その内容は以下のようなものである.

1.日本人としての基本的な教養

1) 日本語のコミェニケ-ション能力

読み,書き,聞き,話し,伝える能力

2) 日本および日本文化の伝統の知識とヨ斬首

基本的な歴史理解,文化理解をした上

で説明し,その∴郡を実践出来ること

3) 現代日本社会の理観 社会生活の基本自埴巨力

日常生活の基本技術,情報処理カ,

自己表現九 理解力,批判九 判断九

洞察力,鑑賞力,創造力

絡合的能カー企画,実行,組織運営,

葛藤を乗 り越える九 困難克服,

忍耐,発想,創造,問題解決力

2.国際的な視野からの普遍的に必要な教養

1) 理性 ･知性一真 ･善を知る力

2) 感性 ･博捜一美 ･聖を知るカ

3) 意志 ･意欲一行為,行動に結び付ける力

4) 人間性-人間としての温かを心を持っている

5) 社会性-他の人々とよい関係を作れること

6) 国際性-異文化 ･外国人の偏見なき理解

7) 国際語としての英語力または他の外国語能力

こうした力は未来の社会を担っていく日本国民,め

るいは市民として必要な教養の内容を示しているといえ

ないであろうか｡ちなみに,人間性 社会性,国際性

は私の大学における共通の目的として,それを大学の教

養教育に積極的に取入れる工夫をしているところであ

る｡

3 生涯教育と家庭教育の見地から

さて,これまで述べてきたことを前提として,与え

られた課題である生涯教育と家庭教育の見地から大学に

おける教養教育の問題について論じてみたい｡

生涯教育は,言うまでもなく1960年代にユネスコで

取り上げられ,現代社会の変化の激しさや人間の発達に

ついての新しい理解を基に,新しい教育の概念として生

れたものであり,我が国でも臨教審において教育の大き

な柱の一つとされ,以後は国家主導の形で雅進されてい

るものであり,特に近年ではそれが高等教育においても

横転的に対応することが期待されているものである.そ

うしたことから,大学における教養扱膏の内容にも当然

深い関わりをもってくる.というよりも,前節で論 じ

た内容は,豊かな社会生活のためのものであるので,

既に生涯教育 は たは生涯学習)の視点に立っている

ものだといえよう｡

即ち,大学において培われた教養は,社会生活の基

礎 となると同時に,社会生活の中においてさらに学び続

け得る九 即ち生涯学習を続ける力を内包していなけれ

ばならか ､のである.それは大学における教菱教育とし

てのいわば必要条件であるともいえるのではあるまい

か.

次に家庭教育についてはどうであろうか.家庭教育

とは家庭で両親あるいは両親に代わる役割を果たす家族

によって,その社会において最も劫産的な生きる力とし

ての生活のための知識 ･技術 ｡そして知恵を学習し身に

つけるものである.

それは言葉の学習にはじまり,衣食と生活に関する

行儀作法,対人関係の礼儀などその社会における文化の

基礎的な学習は殆ど全て家庭教育でなされるものであ

る｡そして,それは年齢に応 じて徐々に行われるもの

で,意図的というよりも無意図的な教育としてなされる

ものである.従って,それは大学教育とは元来無線の
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ものであるといってよい.家庭教育の内容は大学教育に

至るまでに殆ど終っているべきだからである.それにも

関わらず,イ撒 家庭教育の視点が大学の教養教育の内容

に必要なのであろうか.思うにこれは現在の日本の大学

受験勉強という自らが撒いた社会的弊害の結果,家庭で

なされるべき教育がなされなかったための ｢つけ｣ な

のではあるまいか.即ち,大学で家庭教育の補償教育

をせざるを得なくなっているということなのである.

生活の一番基本である食事作り,掃除,洗濯など,

すべて上膳据え膳で登ってきたとしたら,他のことはお

してしるべLであろう｡それは極端だとしても,イン

タ-ネットで政界が瞬時に情報によって結ばれるような

日新尉こなったとしても,われわれの日常の生活の基礎は

変わらない.そうした基礎的な生活九 生活のしかた,

礼儀作法が大学時代にまで出来ていない学生が多数いる

という事実が存在する時に,それは放置するのでなく,

救わざるを得ないのではなかろうか.従って,教養科

目としてそうした内容の科目を置かざるを得ないことに

なる.

そういう意味からすると,この家庭教育からの視点

というのはいわば､消極的な形でしか受け止められない.

しかしそれを積極的に捉えることは可能である.例えば

野外生活の仕方,野菜や花作 り,大工道具を使用して

の工作,敦急援助などを教養の科目とすれば,震災時

などのボランテアとしての実力もつくのではあるまい

か.

最後に,大学の設置基準の改正は大学の教養教育の

危機と受け止められているようであるが,むしろそれを

一つの重要な契機として,櫛陸的に新たな教養教育の構

築の時とすべきだと私は思っているが,如何であろう

か.
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